
（団体名）ＮＰＯ法人仙台傾聴の会
（事業名）「心のケア」の各種「傾聴カフェ」開催・アンケート調査実施 ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

（様式２別紙）

初期 中期 長期

活動場所

正会員活動従
事者

・施設訪問
・個人宅訪問
・復興住宅集会所に
て「茶話会」・「傾聴
カフェ」・「音楽カ
フェ」 の開催

アンケート実施、対
象地域は、仙台市
内、名取市内、岩
沼市内、亘理町

住宅自治会とも
協力し、被災者へ
のアンケート調査
130名を予定

「茶話会」「傾聴カフェ」
は毎月定期的に開催
する、仙台市、名取市、
岩沼市、亘理町にて。
従事者3000名、受益者
7500名を予定。

仙台市、名取市の
各復興住宅集会所
で開催予定。

復興住宅集会所に
参加される方と信
頼関係を構築、参
加者同士の交流に
より関係が作られ
る。

安心して参加でき
る「茶話会」「傾聴
カフェ」等、継続的
な場の提供により
地域との交流が増
し前に進む力が出
る、自己肯定感が
高まる。

1、被災者が近隣
との交流、関係が
出来、安心した生
活が出来る。

2、被災者自身が、
自立し、活力に満
ちた生活を送り、
社会参加をするこ
とで、前へ進める
ようになる。

3、超高齢化社会
で高齢者も支える
役割を担うことで
有用感を持つ「ボ
ランティ」の増加が
見込める。

4 「箱庭カフェ」の
活用により子育て
支援世代にも拡大
する。

アンケート結果に
より、内容を分析、
今後の発展的活
動に繋ぐ。

被災者の心の復
興の状況を図る、
手立てとなる。

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

自治会との連携に
より参加者の意識
向上になる。

一般市民に「会話
の必要性」「傾聴の
大事さ」を知っても
らう機会になる。

専門性の会員

・新規「箱庭カフェ」
をスタート

東北大学言語学
研究「脳波測定」
に会員が測定に
参加、協力。

東北大学言語学
研究「脳波測定」
報告の公開講座
開催。


